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SERVICE  ABOVE  SELF  　超我の奉仕 

出席報告
会員数　79 名　出席数 45 名　欠席数 28 名　出席率　
61.64％
出席免除会員数　6 名（荒川（雄）君、笠井君、村上君、
田中（伊）君、戸田君、和田君）　　　　
前回補正出席率　9/21　79.16％　9/14　81.94％
欠席者
芦立君、足立君、藤尾君、深田君、秦野（愛）君、秦野（一）君、
細田君、池田（義）君、岩崎君、国頭君、前畑君、宮岡君、
宮崎君、水島君、村上（博）君、長棟君、西村君、野津君、
尾沢君、佐田山君、瀧井君、田中（薫）君、田村君、種田君、
寺崎君、内田君、吉岡君、渡辺君
メーキャップ
上森君、種田君（9/26 米子南）宮岡君、松本（正）君、
種田君（9/29 米子中央）
ビジター
角田茂樹君、高野誠司君（米子南）、杵村優一郎君（米子）
来賓

会長挨拶
　9 月は、はじめから台風という大きなニュースが入
り理事会が一週間ずれ、例会が休会で始まりました。
　 9 月を振り返りますと 9 月 23 日に第 2 グループの親
睦ゴルフ大会があり当クラブのメンバーもたくさん参
加されました。
　また、9 月 24 日は西部地区の５ロータリーの会長、
入江ガバナー補佐を交えて中海テレビの録画を行いま
した。
　 9 月 28 日は家庭集会があります。
　夏の疲れがこれから出るといいますのでくれぐれも
気をつけてください。
新入会員の挨拶　 　　　　　 勝部愼二君
　今年で 44 歳の B 型です。商売を始め
て日が浅いので右も左も分からずやって
きました。これからは皆様の下で勉強を
重ね一歩づつ成長したいと思います。よ
ろしくご指導をお願いします。
新宮彦助ガバナーエレクトの挨拶

　ガバナー・エレクトの準備が計画どおり進んでおり
ます。皆様の物心両面の応援ありがとうございます。
これからも応援よろしくお願いします。
幹事報告
１．  「RI 会長賞にむけて」の目標配布

２．  事務局より
 9 月 29 日（木）　午後からお休みです。
３．  家庭集会　9 月 28 日（水）　万葉院にて
 ご出席の方は 18 時にホテルサンルート集合
４．  元会長会　10 月 5 日（水）　例会後 13：45 から
 ホテルサンルート 2F　「瑞祥の間」
５． クラブ協議会　10 月 5 日（水）　18：45 から
 ホテルサンルート 3F　「あやめなでしこ」
 欠席の場合は代理必要
６．  ロータリークラブテレビ番組放送について
  「今求められる超我の奉仕」（45 分）　5RC 会長・ガ

バナー補佐・ばばこういち
 24 日中海テレビで収録が行われました。
 放送日時：  10 月 2 日
  　　　 7 ：00 ～・11：00 ～・14：00 ～・
  　　　17：00 ～・23：00 ～・26：00 ～
  10 月 4・5・6 日
 　　　　　　　　21：00 ～
今週のお祝い
スマイルＢＯＸ　￥　33,000（累計　￥270,000）
2 週にわたり、卓話をさせて頂きました：多羅尾整治氏
創業 30 周年記念式典を挙行致しました：八幡君
次女美香の結婚式を海外でひっそり挙げて参りました：
杉原君
本人誕生祝：井上（賢）君
プログラム
演題：「次年度地区大会実行について」
講師： 次期地区大会長　村上一平君

1. 地区大会の開催する目的はロータリー
の会員の交流等を通じてロータリー
の綱領を推進することです。

2. 地区大会の基本方針は、エレクトの方針で簡素に厳
粛にやってほしいという要望です。

3. 地区大会の運営を米子ロータリーがガバナーを選出
したときの大会案内に沿って説明された。

演題：「ガバナー年度組織について」
講師： 次期庶務幹事　高林和夫君
　2 月より岡山に行って研修を受け、7 月
にはガバナー事務所を開設しました。
　来年の 1 月 28 日の壮行会をかわきりにいろいろな行
事がありますので皆様ご協力をお願いいたします。

第 1837 回例会（2005．9．28（水）晴）　NO．1217



平成 16 年 2 月初旬　コハラコーストのワイコロアにある貸し別荘
4 人の仲間と 1 週間滞在

思い出のスナップ
宮本　守 会員

ハワイ島北端ポロル渓谷の近くにひっそりと設けられた日本人墓地を見つけた。300 坪位の敷地に大小 100 位

のお墓があり古いのは慶応年間から明治、大正、昭和初期まで、河原の石を墓石にしているものも多数ある。

標識には KOHARA HONGWANJI MISSION CEMETERY とある。

その中に不思議な戒名の墓石を発見。

「釈　信楽不退」昭和 8年没　享年 44歳

江戸末期から明治にかけてたくさんの日本人開拓者が不毛の土地に入植し筆舌に尽くしがたい苦労を強いられ

たであろうと思いを馳せ、目頭が熱くなる。


